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2016年

Vol.53 No.7
抗菌薬の考え方，
使い方
ホントのところを
聞いてみました

Vol.53 No.6
内科救急サバイバ
ルブック
院内救急＆地域で
のマネジメント

Vol.53 No.5
心電図を詠む
心に残る 24 症例
から

Vol.53 No.10
超高齢時代の内科
診療

Vol.53 No.9
誰も教えてくれな
かった
慢性便秘の診かた

Vol.53 No.8
胸部画像診断
症状や身体所見か
らのアプローチ

Vol.53 No.3
内科医がになう
骨粗鬆症
診療と生活指導の
最新情報

Vol.53 No.2
脳卒中はこう診る
新ガイドラインで 
何が変わったか

Vol.53 No.1
糖尿病治療薬
Update
適正使用に向けて

Vol.52 No.13
抗血栓療法
おさえておきたい 
最新のエッセンス

Vol.52 No.12
外来で診る
リンパ腫・骨髄腫
治癒または 
長期共存を目指して

2015年

Vol.53 No.11

主治医として診る
高血圧診療

座談会「心血管イベントを減らすためにどのような継
続的努力が必要か？」／Overview／再診診療と血圧
測定／血液，尿検査はどれくらいの頻度で何を診る
べきか／臓器障害の評価／薬物療法／生活習慣指
導／ライフステージごとの診療の留意点／トピックス
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2016年増刊号

● Vol.51 No.11〜Vol.53 No.11 のご注文や
在庫のご照会などは下記へお願いいたします．
医学書院販売部
TEL：03-3817-5659
FAX：03-3815-7804
また，弊社ホームページからのオンライン注
文もご利用ください．
URL：http://www.igaku-shoin.co.jp
● Vol.51 No.10 以前のご注文や在庫のご照
会などは下記へお願いいたします．
（株）東亜ブック
〒178-0061 東京都練馬区大泉学園町 5-27-11
TEL：03-5947-4781
FAX：03-3923-4539
URL：http://www.toabook.com
E-mail：st@toabook.com

バックナンバーのお取り扱いについて

Vol.53 No.4

内科診断の道しるべ
その症候，どう診る どう考える

Vol.52 （2015年）
No.	11	いまアレルギー外来がおもしろい　安全で効果の高い治療

を使いこなす
	 10	内科プライマリケアのための 消化器診療Update
	 9	外来で出会う呼吸器 common疾患　診断と治療のエッセンス
	 8	自信がもてる頭痛診療
	 7	心不全クロニクル患者の人生に寄り添いながら診る
	 6	感染症診療 それ，ホント？
	 5	救急疾患，重症はこうして見極める　いつまでもヤブと思

うなよ！
	 4	 増刊号  これだけは知っておきたい検査のポイント 第 9集
	 3	がんを診る
	 2	ウイルス肝炎の薬物治療　変わりゆく治療戦略
	 1	循環器薬 up to date 2015

Vol.51 （2014年） 
No.	13	最新情報をおさえる！臨床栄養の活用ガイド
	 12	関節リウマチ・膠原病―症例で学ぶ診断と治療
	 11	 増刊号  CT・MRI“戦略的”活用ガイド
	 10	すぐ役に立つ呼吸器薬の標準的使い方
	 9	ここが知りたい循環器診療―パールとピットフォール
	 8	糖尿病患者を診る治療と兼科のポイント
	 7	神経診察 そのポイントと次の一手
	 6	炎症性腸疾患攻略の手引き　これだけは知っておきたい！
	 5	内科医のための皮疹の診かたのロジック
	 4	虚血性心疾患up to date内科医によるトータルマネジメント
	 3	もう見逃さない！迷わない！─非血液専門医のための血液診療
	 2	診て考えて実践する水・電解質管理と輸液
	 1	消化器薬─新時代の治療指針

Vol.50 （2013年） 
No.	13	不整脈の診断と治療─ポイントをおさえよう
	 12	新時代の肺炎診療
	 11	 増刊号  内科診療にガイドラインを生かす
	 10	内分泌疾患に強くなる
	 9	内科医のためのクリニカル・パール2
	 8	今日から役立つ高血圧診療のノウハウ
	 7	“実践的”抗菌薬の使い方─その本質を理解する
	 6	最新の動脈硬化診療―どう診断し，どう治療するか？
	 5	胃食道逆流症（GERD）―“胸やけ”を診療する
	 4	エマージェンシーの予兆を察知する―リスクを評価し危機

に備える
	 3	免疫反応と疾患
	 2	大きく変貌した脳梗塞の診断と治療
	 1	進化し続ける内科診療―世界が認めたブレイクスルー
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